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同人雑誌紹介

愛
媛
県

海　
峡

　

明
石
海
峡
が
開
通
し
、
今
治
と
尾
道
を
結
ぶ
し
ま
な
み

海
峡
の
開
通
一
年
前
、
平
成
十
年
四
月
に
今
治
を
発
信
地

と
し
て
幅
広
い
世
代
や
地
域
に
呼
び
か
け
て
い
く
文
芸
誌

を
目
指
し
、
今
治
在
住
白
石
美
保
子
が
発
行
人
と
な
り
創

刊
し
た
。
白
石
に
賛
同
し
た
斧
文
夫
が
編
集
、
画
家
、
長

橋
幸
子
の
協
力
を
得
て
創
刊
と
な
っ
た
。
同
人
は
十
六
名

集
ま
っ
た
が
創
刊
号
に
作
品
発
表
を
し
た
の
は
、
十
一
名

で
あ
る
。

創
刊
号　

平
成
十
年
四
月

発
行　

白
石
美
保
子

小
説　

秦
野
純
一
、
斧
文
雄　

広
海
日
花
里

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト　

川
崎
敬
子

詩　

藤
井
信
子
、
日
野
郁
子

評
論　

山
本
美
登
子

随
想　

金
森
幸
、
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン　

わ
た
な
べ
キ
エ　

白
石
美
保
子

表
紙
絵　

長
橋
幸
子

二
号　

平
成
十
年
十
二
月

発
行　

白
石
美
保
子

初
掲
載　

尾
川
み
ど
り
、
西
信
真
規
子
、
大
亀
藤
英
、
藤

井
総
子

★
同
人
消
息

小
松
紀
子　
「
花
火
」
が
愛
媛
文
芸
協
会
賞
を
受
賞
。

長
橋
幸
子　

平
成
十
年
八
月
今
治
市
河
野
美
術
館
に
て
開

催
さ
れ
た
「
高
階
重
紀
と
そ
の
弟
子
た
ち
」
展
に
、
百
号

の
油
絵
「
憩
え
る
緑
」
を
出
品
、
好
評
を
博
す
。

秦
野
純
一　

創
刊
号
の
掲
載
の
「
錨
を
あ
げ
て
」
が
「
週

間
読
書
人
」
平
成
十
年
七
月
十
日
号
の
同
人
誌
評
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
。

村
上
健
二　

親
友
村
上
景
一
氏
と
の
共
著
「
南
十
字
星
へ

の
旅
」
を
平
成
十
年
六
月
に
出
版
。

渡
邊
ひ
と
み　

愛
媛
新
聞
の
「
て
か
が
み
」
に
「
主
婦
と

キ
ャ
リ
ア
の
間
」
が
掲
載
さ
れ
る
。

三
号　

平
成
十
一
年
六
月

発
行　

白
石
美
保
子

初
掲
載　

小
松
紀
子　

田
窪
真
二
、
渡
辺
立
子

★
同
人
消
息

田
窪
真
二　

主
催
す
る
「
か
げ
ろ
う
座
」
よ
り
「
シ
ネ
マ
・

エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
を
出
版
、
故
淀
川
長
治
氏
の
シ
ネ
マ
エ

ッ
セ
イ
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

山
本
美
登
子　

愛
媛
新
聞「
へ
ん
ろ
道
」に「
誕
生
祝
い
」

が
掲
載
さ
れ
る
。　

四
号　

平
成
十
一
年

発
行　

白
石
美
保
子

　
　五

号　

平
成
十
二
年
六
月

発
行　

白
石
美
保
子

初
掲
載　

白
石
恭
子
、
越
智
義
邦

★
同
人
消
息

金
森
幸　

創
刊
号
掲
載
の
「
あ
あ
、
満
州
」
を
加
筆
し
て

出
版
。

六
号　

平
成
十
二
年

発
行　

白
石
美
保
子

七
号　

平
成
十
三
年
七
月

発
行　

白
石
美
保
子

八
号　

平
成
十
四
年
一
月

発
行　

白
石
美
保
子

初
掲
載　
　
　
　
　

★
同
人
消
息　

西
山
慶
尚　

七
号
掲
載
の
「
よ
じ
わ
の
茂
蔵
」
武
蔵
野
書

房
発
行
の
図
書
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

今
治
か
ら
発
信
す
る
文
学
世
界

　
　
　
　
　

活
発
な
発
表
・
出
版

♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤愛媛県今治市の活発同人誌

海峡　事務局　
〒７９９・１５２２
　愛媛県今治市桜井 4・2・18
　　　　　　　藤井総子
☎０８９８・４７・３６９９

「
海
峡
」
十
二
年
の
歴
史
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九
号　

平
成
十
四
年
七
月

発
行　

白
石
美
保
子

編
集　

斧　

文
雄　

白
石
恭
子

初
掲
載　

宮
田
嘉
代
子

（
海
峡
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
る
）

★
同
人
消
息

秦
野
純
一　

潮
賞
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
の
応
募
し
て
、

最
終
候
補
九
編
に
残
っ
た
。

「
椿
の
咲
く
日
ま
で
」
を
日
本
評
論
社
か
ら
出
版
。

日
野
郁
子　

写
真
集
「
伊
予
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
を
創

風
社
よ
り
上
梓
。

長
橋
幸
子　

河
野
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
、
ア
ー

ト
・
今
展
に
五
十
号
の
油
絵
「
遠
望
の
冬
景
色
」
を
展
示

す
る
。

十
号　
　

平
成
十
五
年
一
月

発
行　

白
石
美
保
子

★
同
人
消
息　

京
あ
す
か　

日
曜
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
ニ
ュ
ー
ス
二
〇
〇

二
年
十
一
月
号
に
エ
ッ
セ
イ
「
ロ
シ
ア
の
テ
レ
ビ
番
組
」

を
発
表
し
た
。

十
一
号　

平
成
十
五
年
七
月

発
行　

白
石
美
保
子

★
同
人
消
息

斧　

文
雄　

図
書
新
聞
の
同
人
誌
評
に
「
パ
レ
ル
モ
の
電

飾
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

瀬
川
翔
子　

文
芸
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
「
響
き
あ
う
詩
」

に
二
、三
年
前
に
応
募
し
た
詩
が
掲
載
さ
れ
る
。

西
山
慶
尚　

海
峡
十
号
に
掲
載
し
た
「
四
十
曲
峠
」
が
朝

日
新
聞
の
文
芸
批
評
欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

山
本
み
と
こ　

ペ
ン
ネ
ー
ム
潮
み
ち
で
書
い
た
自
伝
的
な

本
「
路
」
を
上
梓
す
る
。

十
二
号　

平
成
十
六
年
一
月

発
行　

白
石
美
保
子

編
集　

斧
文
雄　

瀬
川
翔
子

★
同
人
消
息

藤
井
信
子　

松
山
道
後
温
泉
旅
館
「
ふ
な
や
」
に
て
「
花

と
ね
こ
〜
ジ
ョ
イ
ン
ト
展
」
に
て
、
詩
を
発
表
。

藤
井
総
子　

新
風
舎
発
刊
の
短
編
集
に
十
一
号
掲
載
の

「
と
ら
わ
れ
て
」
が
掲
載
さ
れ
る
。

十
三
号　

平
成
十
六
年　

七
月

発
行　

斧　

文
夫　
　

編
集　

藤
井
総
子

十
四
号　

平
成
十
七
年　

一
月

発
行　

斧　

文
夫

編
集　

藤
井
総
子

十
五
号　

平
成
十
七
年
七
月

発
行　

斧　

文
夫

編
集　

藤
井
総
子

★
同
人
消
息

斧
文
雄　
「
パ
レ
ル
モ
の
電
飾
」
を
出
版
。

藤
樹
英　

十
月
に
今
治
市
民
会
館
で
能
舞
台
の
講
演
予
定

瀬
川
翔
子　

自
然
出
産
に
関
す
る
寄
稿
文
を
ネ
ッ
ト
掲
載

す
る
。

十
六
号　

平
成
十
八
年
一
月

十
七
号　

平
成
十
八
年
七
月

発
行　

藤
井
総
子　

★
同
人
消
息

小
野
禮
子　

故
斧
文
雄
と
の
合
作
童
話
「
サ
ル
山
の
ド
カ

ン
」
を
出
版
。

瀬
川
翔
子
、山
本
み
と
こ　

愛
媛
新
聞「
門
」「
て
か
が
み
」

に
掲
載
さ
れ
る
。

十
八
号　

平
成
十
九
年

発
行　

藤
井
総
子

十
九
号　

平
成
十
九
年

発
行　

藤
井
総
子

二
十
号　

平
成
二
十
年
四
月

創
刊
し
て
十
年
、
発
行
者
の
交
代
は
あ
っ
た
が
、
二
十
号

を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
節
目
に
、
も
う
一
度
書
く
こ
と
の
意
義
を
問
い
な
お

し
、
今
後
の
海
峡
発
行
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

発
行　

藤
井
総
子

★
同
人
消
息　

武
田
典
子　

第
四
一
回
「
北
日
本
文
学
賞
」
に
て
第
二
次

予
選
通
過
。

小
野
禮
子　

大
阪
市
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
、
絵

本
原
作
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
入
賞
。

二
十
一
号　

平
成
二
十
一
年
一
月

発
行　

藤
井
総
子

初
掲
載　

平
子
一

★
同
人
誌
消
息
西
山
慶
尚　

文
学
界
八
月
号
に
海
峡
二
十

号
に
掲
載
の
小
説
「
知
覧
│
六
月
三
日
の
邂
逅
│
」
が
取

♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤同人雑誌紹介
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海峡 ♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤♤瀬戸内海からの文学発信

り
上
げ
ら
れ
る
。

瀬
川
翔
子　

二
十
号
よ
り
瀬
川
笙
子
に
改
名
。

武
田
典
子　

第
五
回
銀
華
文
学
賞
（
文
芸
思
潮
主
催
）
に

お
い
て
奨
励
賞
受
賞
。

二
十
二
号　

平
成
二
十
一
年
七
月

発
行　

藤
井
総
子

初
掲
載　

森
ち
え

★
同
人
消
息　

武
田
典
子　

第
四
三
回
「
北
日
本
文
学
賞
」
に
て
第
四
次

予
選
通
過
。

田
窪
真
二　

シ
ネ
マ
デ
ィ
ク
ト
の
夜
〜
喜
び
も
悲
し
み
も

幾
年
月　

第
二
部
の
作
品
が
週
間
読
書
人
三
月
号
に
取
り

上
げ
ら
れ
評
価
さ
れ
る
。

西
山
慶
尚　

海
峡
二
十
号
に
掲
載
の
小
説
「
知
覧
」
が
季

刊
文
科
四
四
号
の
同
人
誌
季
評
で
評
価
さ
れ
る
。

小
野
禮
子　

幼
児
向
け
絵
本
「
ぼ
く
の
い
す
」
教
育
画
劇

よ
り
出
版
。

西
山
慶
尚
、
藤
樹
英　

平
子
一
、　

二
十
一
号
に
掲
載
の

作
品
が
愛
媛
新
聞
同
人
誌
欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　
二
十
三
号　

平
成
二
十
二
年
一
月

発
行　

藤
井
総
子

★
同
人
消
息

藤
井
総
子　

第
十
八
回
大
原
富
枝
文
学
賞
佳
作
入
賞
。

高
木　

幹
男　

古
希
祝
い
を
兼
ね
て
作
品
集
を
出
版
。

武
田
典
子
、
京
あ
す
か
、
森
ち
え
、
二
十
二
号
に
掲
載
し

た
作
品
が
愛
媛
新
聞
同
人
誌
欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
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